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            日大生産工（院） ○三輪 久美   日大生産工    川村 政史 

元日大生産工   笠井 芳夫 

1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    

本研究は廃木材を破砕機で細かく砕いた木片

チップとALCおよび木片チップとGライト（超

軽量骨材）をセメントと水で練り混ぜ、内部に連

続空隙を有し、植物が根を張る空間及び透水性及

び保水性を確保可能な木片ポーラスコンクリート

基盤材を製造するための基礎的な研究である。こ

の基盤材は上部及び内部の空隙に土が入り込むこ

とで肥料効果もねらえる屋上緑化の基盤として利

用できると考えている。 

2.2.2.2.    実験方法実験方法実験方法実験方法    

 木片ポーラスコンクリートは表－１、表－２に

示すような(木片＋ALC)、セメント、水の配合及

び(木片＋G ライト)、セメント、水の配合の２種

類を製造した。実験は、W/Cを35％、40％、45％

および木片とALCまたはGライトの充填割合を

1：0、0.75：0.25、0.5：0.5、0.25：0.75、0：1

とそれぞれ割合を変えて製造し、その圧縮強度、

密度および植生について実験した。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

2.12.12.12.1    使用材料使用材料使用材料使用材料    

製造に用いた木片は回転衝撃ハンマークラ

ッシャーを用いて破砕したもので、松・杉・檜

などの針葉樹が混合されたものである。セメン

トは普通ポルトランドセメント(研究用)、水は

上水道水を用いた。 

ALCは、ALC板を直径20ｍｍ程度に破砕し

たものを使用した。 

G ライトは、G３号を使用した。図－１に木

片、ALC及びGライトの粒度分布曲線と物理

的性質を示した。 

その他に、表面活性剤として木片用特殊減水

剤を用いた。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

2.22.22.22.2    木片木片木片木片ポーラスポーラスポーラスポーラスコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートのののの製造製造製造製造    

 ALC を用いた木片ポーラスコンクリートの

練混ぜにはアイリッヒ型ミキサーを用いた。  

Gライトを用いた木片ポーラスコンクリート

の練り混ぜにはホバート型ミキサーを用いた。 

 はじめにセメントに(水+減水剤)を加えて 60

秒練り混ぜてペーストをつくり、その中に木片

チップとALCまたはGライトを加えてミキサ

ーを用い2分間練り混ぜた。 

2.32.32.32.3    試験体試験体試験体試験体のののの作作作作製製製製    

 一軸圧縮試験用及び密度試験用の試験体はΦ

100×200（ｍｍ）の鋼製型枠を用いて打ち込ん

だ。打ち込みは３層とし、供試体を各３本ずつ

作製した。供試体は脱型後、強度試験時まで恒

温恒湿室（温度：20℃、湿度：60％）内で空気

中養生した。試験体はすべての配合において３

本づつ作製した。 

    

    
Experimented Study ofExperimented Study ofExperimented Study ofExperimented Study of    porousporousporousporous wood wood wood wood----chip concrete for chip concrete for chip concrete for chip concrete for vegetation bedvegetation bedvegetation bedvegetation bed    

(Strength (Strength (Strength (Strength and density when ALC and Glassand density when ALC and Glassand density when ALC and Glassand density when ALC and Glass----beads are beads are beads are beads are used)used)used)used)    

Kumi MIWA , Masashi KAWAMURA and Yoshio KASAIKumi MIWA , Masashi KAWAMURA and Yoshio KASAIKumi MIWA , Masashi KAWAMURA and Yoshio KASAIKumi MIWA , Masashi KAWAMURA and Yoshio KASAI    



2.42.42.42.4    強度強度強度強度およびおよびおよびおよび密度試験密度試験密度試験密度試験    

 強度試験はアムスラー型10t万能試験機を使用

し、材齢 3、7、28、91日において圧縮強度試験

を行った。圧縮強度試験はデータロガーを用いて

記録した。密度は脱型時にノギスを用いて試験し

た。 

3.3.3.3.    結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

 28日養生で行った圧縮強度試験の結果を、ALC

を用いた場合を表－３に、Gライトを用いた場合

を表－４に示した。 

 ALCを用いた場合の密度の変動幅は0.55～0.8

（g/cm3）、Gライトを用いた場合のそれは0.56～

0.8（g/cm3）であり大きな違いは見られなかった。 

3.13.13.13.1    材齢材齢材齢材齢とととと圧縮圧縮圧縮圧縮強度強度強度強度    

 図－2に ALCを用いた場合の材齢 3、7、28、

91日における強度を示した。また、図－3にはG

ライトを用いた場合を示した。 

 ALCを用いた場合、木片とALCの混合割合に

関係なく材齢が大きくなると強度は若干大きくな

るが 0.5～1.0N/mm2となった。G ライトを用い

た場合は、材齢が大きくなっても強度はほとんど

変化していないか、若干下がる傾向を示し、0.5

～2.0N/mm2を示した。 

3.23.23.23.2    一軸圧縮強度一軸圧縮強度一軸圧縮強度一軸圧縮強度とととと密度密度密度密度とのとのとのとの関係関係関係関係    

 図－4 に ALC を用いた場合の木片ポーラスコ

ンクリートの一軸圧縮強度と密度の関係を、図－

5にGライトを用いた場合を示した。密度が大き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



くなるに従って強度も大きくなり、強度（y）と

密度（x）との関係は、ALCを用いた場合はy=2.1x

―0.4、Gライトを用いた場合は y=11.3x―6.0で

示された。 

ALCを用いた場合に比し、Gライトを用いた木

片ポーラスコンクリートは、ばらつきが大きかっ

た。 
3.33.33.33.3 混合割合混合割合混合割合混合割合とととと一軸圧縮強度一軸圧縮強度一軸圧縮強度一軸圧縮強度およびおよびおよびおよび密度密度密度密度とのとのとのとの関関関関    
            係係係係    

 図－６に ALC と木片チップの混合割合と一軸

圧縮強度との関係を、図－７に ALC と木片チッ

プの混合割合と密度との関係を示した。いずれの

図も W/C＝35、40、45％の場合を示した。W/C

および混合割合による強度の違いはほとんど見ら

れず 0.5～1.0 N/mm2を示し、密度はW/C=45％

の0.8を除き0.55～0.66 g/cm3となった。 

一方、G ライトと木片チップの W/C 別による

混合割合と一軸圧縮強度および密度との関係では 

図－8 および図－９に示すように顕著な差異は見

られなかった。密度、強度ともに W/C に関わら

ず、Gライトの混入割合が多いほど、大きい値を

示した。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



3.43.43.43.4    圧縮応力圧縮応力圧縮応力圧縮応力－－－－歪曲線歪曲線歪曲線歪曲線    

図－１０に ALC を用いた木片ポーラスコンク

リートの材齢28日におけるW/Cがそれぞれ35％、

40％、45％の時の応力－歪曲線を示した。 

 木片/ALCが１/０のときを除き、W/Cに関わら

ず、歪が1～2％で最大強度を示し、その後、応力、

歪ともに徐々に増加している。 

また、木片の混合割合が多くなるにつれて靱性

が大きくなった。 

一方、図－１１にGライトを用いた木片ポーラ

スコンクリートの材齢 28 日における応力－歪曲

線を示した。W/CはALCを用いた場合と同じと

した。 

木片/ALC の混合割合が１/０の場合は W/C の

変化に関わらず、小さな歪で最大強度を示した直

後、破壊するのが分かる。すなわち木片チップの

混合割合が少ない程、靱性が小さくなることを示

すことが分かった。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

4.4.4.4.    まとめまとめまとめまとめ    

 今回の実験の範囲内で以下のことが言える。 

（１）ALCを用いた場合とGライトを用いた

場合ともに一軸圧縮強度と密度は比例す

ることが分かった。 

（２）ALCを用いた場合とGライトを用いた

場合では、Gライトを用いた場合のほう

が強度は大きくなったが、密度に大きな

差は見られなかった。 

（３）応力－歪曲線では、ALCを用いた場        

   合もGライトを用いた場合も、木片            

   の混合割合が大きいほど靱性が見ら 

れた。 
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